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シリーズスタジオフラッシュ



はじめに

この度はMSシリーズスタジオフラッシュをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございま

す。

本製品は耐久性に優れ、機能がそろっており、性能が強く、中⼩規模の写真館と撮影スタジオの⼈

物撮影、エレクトロニックコマース製品撮影のために設計されたものであり、コストパフォーマン

スの⾼い理想的な光源です。大型スタジオでは、補助光ツールとしてハイライトバックライトやヘ

アスタイルライトを提供することもできます。本製品の特徴は主に下記の通りです。

神⽜2.4GワイヤレスXシステム内蔵

50レベル発光強度を任意に選択可能で、LCDスクリーンは1/32〜1/1（または5.0〜10.0）

で精確に出力を確定できます。

オプションのX1、XT16またはFT-16パワーリモコンを利用すると、フラッシュパワーの大き

さ、モデリングランプスイッチ、ブザー機能およびトリガーを遠隔制御できます。

精緻でコンパクトで、ボーエンズマウントを採用しており、各種スタジオの発光効率付属品に

対応できます。

150Wの大出力モデリングランプで、5％〜100％の⼿動調光です。

出力は安定で、同じパワーで引き続き出力する場合、その変化は2％を超えません。

予備発光防⽌機能を備え、１度予備発光機能付きのカメラでは光制御によってシンクロ撮影を

実現できます。

エルゴノミックスパネルで、3秒後にパラメーターを調整して知能記憶を行い、起動すると自

動に復帰します。
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警告

自分勝⼿に本製品を分解しないでください。製品に故障が出た場合、本社または授権された専

門者よりチェックしたり、メンテナンスしたりしなければなりません。

乾燥を保ってください。濡れた⼿で本製品に触れたり、本製品を⽔の中に浸したり、⾬の中に

曝したりしないでください。

⼦供の⼿が届かないところに保管してください。

撮影ライトは通気性の良い環境に適用します。使用時に、ライトの光源部分および放熱孔を塞

がないでください。燃えやすい、爆発しやすい環境で使用しないでください。

撮影ライトは電源プラグを接続装置としているため、随時に操作し易い状態を保つ必要があり

ます。

使用時に⼿でライトの発熱部品に触れてはいけません。

付属品を取り付けたり、接続したりする場合、スイッチをオフにして、電源を切ってくださ

い。熱傷を避けるため、フラッシュチューブまたはモデリングランプを着脱する場合、ライト

チューブが冷却状態にあることを確認してください。また、絶縁⼿袋を付けてください。

フラッシュを⼈の目（特に赤ちゃんの目）に当てて発光しないでください。そうしないと、短

期間に視力障害を起こす恐れがあります。

使用しない場合、電源を切ってください。

注意事項

フラッシュはフルパワーで引き続き30回トリガーされた後、3分間ぐらい冷却する必要があり

ます。冷却せずに使い続けると⾼温・熱蓄積を起こします。

⾧期間にわたってモデリングランプを使い続けないでください。そうしないと、ランプホル

ダーに取り付けられたソフトボックスなど燃えやすい付属品が燃えるようになります。燃えや

すい付属品がある場合、10分以上使い続けないことをおススメします。10分以上使った後、

1分間冷却してから再使用してください。

スヌートを使う場合、⾧期間にわたってモデリングランプを点灯させたり、頻繁に発光させた

りしないでください（フルパワーの場合、6回/分以下）。熱蓄積はフラッシュハウジングま

たはフラッシュの損傷を起こします。

フラッシュチューブまたはモデリングランプの損傷を防ぐため、突然なインパクトを避けてく

ださい。



本体

付属品
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弊社の下記の撮影アクセサリーと組み合わせて使用し、最適な撮影効果と使用体験を獲得できま

す。X1、XT16またはFT-16パワーリモコン、インバータ、ソフトボックス、反射傘、ランプホル

ダー、レーダーカバー、スヌートなど。

フラッシュの固定
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部品

1. 電源ソケット

2. シンクロケーブルジャック

3. 電源スイッチ

4. テスト発光ボタン

5. モデリングランプボタン

6. S1/S2光制御モードボタン

7. GR/CHチャンネル/

    グループボタン

8. ブザーボタン

9. 外付けワイヤレスコ

     ントロールソケット

10. LCDスクリーン

11. 光制御レシーバ

12. テスト発光インジケーター

13. 調整つまみ＋設定ボタン

14. ヒューズベース

15. ブラケット

16. 傘ホール

17. 方向調整ハンドル

1. 2.4G内蔵ワイヤレスマーク

2. 内蔵ワイヤレスチャンネル

3. 内蔵ワイヤレス

4. 光制御表⽰

5. 音声表⽰

6. 温度アラーム表⽰

7. 内蔵ワイヤレスグループ

8. フラッシュパワー表⽰

9. モデリングランプオフ

10. モデリングランプ

      PROPモード

11.モデリングランプパーセン

     テージ表⽰パワーモード

12.モデリングランプはフラッ

     シュがトリガーされた時に消灯

1. 電源ケーブル

2. ランプホルダーガード

3. モデリングランプ

4. 取扱説明書

オプション

使用

1. ランプホルダーガードを取り外し、モ

デリングランプを取り付けます。（図に

⽰すように、マウントに発光効率アクセ

サリを取り付けた後、取り外す必要があ

る場合、後ろへランプホルダーのアクセ

サリ解除レバーを押すと同時に、反時計

回りにアクセサリを緩むまで回すと良い

です。）

2. フラッシュを適当なブラケットに取付

け、ブラケットを調整し、ボルトを締め

付けて固定し、ニーズによって方向調整

ハンドルを調整してフラッシュの方向を

調整します。傘ホールの中に各種撮影ス

タジオ傘を差し込むことができます。



電源の⼊れ方
電源ケーブルによって交流電源とフラッシュを接続し、フラッシュの電源スイッチをスライド

させます。

モデリングランプの使い方
モデリングランプのボタンを短押しすると、モデリングランプのモード（OFF、PROP、パーセ

ンテージ）を選択できます。⾧押しすると、モデリングランプがトリガーされる時の消灯機能

をオンにしたり、オフにしたりすることができます。

無⼈状態で⾧期間の点灯による⾼温・熱蓄積を防ぐため、モデリングランプは4時間点灯した後

に自動に消灯します。        

OFF：モデリングランプがオフになります。

PROP：モデリングランプのパワーはフラッシュの変化によって変化し、フラッシュのパワーが

大きいほど、モデリングランプが明るくなります。

パーセンテージ：⼿動にモデリングの明るさ（5％〜100％）を調整します。

設定：

1. スクリーンに＜OFF＞が表示された時、＜   ＞ボタンを短押しすると、PROPモードに入り、

スクリーンにPROPを表示させます。

2. スクリーンに＜PROP＞が表⽰された時に、＜   ＞ボタンを短押しすると、パーセンテージ

調整モードに⼊り、スクリーンにパーセンテージ輝度を表⽰させます。SETボタンを短押し

して、パーセンテージ輝度を点滅させ、調整つまみを回して5％〜100％から輝度を選択でき

ます。再度SETボタンを短押しすると、調整画⾯を閉じます。

3. スクリーンに＜PROP＞が表⽰された時に、＜   ＞ボタンを短押しすると、＜OFF＞モードに

戻ります。

4. ＜OFF＞以外のモードで＜   ＞ボタンを2秒⾧押しすると、モデリングランプがトリガーされ

た時に消灯する機能を起動し、スクリーンに＜   ＞が表⽰され、再度＜   ＞ボタンを⾧押し

すると、このモードから退出します。

記憶保存機能
フラッシュはパラメーター記憶機能を備え、パラメーターを調整して３秒後に変更しなかった場合、フ

ラッシュは自動に設定したパラメーターを保存します。再起動する時に、フラッシュの初期設定は前回

終了前と同じです。

熱保護機能
フラッシュの内部温度が⾼過ぎる場合、フラッシュは自動に発光機能を終了し、スクリーンに温度マー

ク     が点滅しますフラッシュの温度が50℃以下になった場合、フラッシュの機能が正常に戻ります。

ワイヤレスコントロール機能
フラッシュは2.4Gワイヤレス伝送を内蔵しており、X1、XT16パワーリモコンに対応できます。

同時に＜GR/CH＞と＜S1/S2＞ボタンを押すと、内蔵ワイヤレスを起動し、スクリーンに＜   ＞を表⽰

させます。この時、内蔵2.4Gワイヤレスモードに⼊ります。撮影現場に一つ以上のワイヤレス発光シス

テムがある場合、通信チャンネルを変更することによって信号干渉を防⽌できます。マスターユニット

とスレーブユニットのチャンネル番号を同じに設定すれば良いです。

ランプホルダーに燃えやすいアクセサリが取り付けられた場合、⾧期間的にモデリ

ングランプを点灯させてはいけません。10分間点灯した後に1分間冷却させてから

再使用した方が良いです。また燃えやすいアクセサリの温度に注意してください。
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注：     アイコンが表⽰される場合、モデリングランプはトリガーされた時に自動にオフ

になり、トリガーが終了した後、元の状態に回復します。

パワー調整

発光パワーは調整つまみ（14）によってコント

ロールし、「1/32」から「1/1」まで自由に調整

でき、LCDスクリーン（10）に選択されたパ

ワーが正しく表⽰され、異なった環境でお客様の

光源に対する要求を満たします。LCDスクリーン

に「OF」が表⽰された場合、フラッシュのトリ

ガー機能がオフになることを⽰します。ハイレベ

ルからローレベルへ調整する場合、テスト発光ボ

タンを押して放電させて必要なパワーを獲得する

必要があります。

テスト発光
フラッシュの発光をテストし、撮影しない場合、テスト発光ボタンを押してください。カメラマンはテ

ストボタンを利用して調整つまみと組み合わせて発光輝度を調整できます。SETボタンを押したまま本体

を起動すると、フラッシュのバージョンナンバーをチェックできます。

シンクロトリガー
シンクロケーブルジャックの規格はф3.5mmです。ここにシンクロケーブルまたはトリガーのプラグを

差し込んでフラッシュをシンクロトリガーすることができます。

GR/CHボタン
短押しすると内蔵ワイヤレスグループを調整できます。LCDグループ表⽰が点滅している時、調整つま

みを回すとグループを変更できます。⾧押しすると内蔵ワイヤレスチャンネルを選択できます。LCD

チャンネル表⽰が点滅している時、調整つまみを回すと、チャンネルを変更できます。

光制御の使い方
光制御モードに三つの選択があり、SLAVE光制御モードボタンによって切り替えます。

• 非光制御モード：LCDにS1またはS2が表⽰されず、光制御機能がオフになっていることを⽰します。

• S1光制御ユニットの設定：＜S1/S2＞ボタンを押してS1機能を選択すると、フラッシュはスレーブフ

ラッシュとして使い、複数の照明効果を作り出すことができ、⼿動発光環境に適用します。これはマ

スターフラッシュの第1回発光とシンクロに発光をトリガーできます。その効果はワイヤレストリガー

の使用と同じです。

• S2光制御ユニットの設定：＜S1/S2＞ボタンを押してS1機能を選択すると、フラッシュはスレーブフ

ラッシュとして使うことができ、TTL発光環境に適用します。これは予備発光防⽌機能を備え、１度予

備発光機能付きのカメラでは光制御によってシンクロ撮影を実現できます。これはマスターフラッシ

ュの第２回発光とシンクロに発光をトリガーできます。即ち、２度光制御トリガーです。

音声提⽰
ブザーボタンはブザー提⽰のオンとオフをコントロールします。LCDに音声マークが表⽰された時、ブ

ザー提⽰音がオンになることを⽰します。LCDに音声マークが表⽰されない時、ブザー提⽰音がオフに

なることを⽰します。

リサイクル満了時に、「BI―」という音声が鳴り、トリガーできることを提⽰します。

組合せボタン
GR/CHボタンとS1/S2ボタンを同時に押すと、内蔵ワイヤレスをオン/オフにすることができます。

LCDにワイヤレスマークとチャンネルが表⽰されない場合、内蔵ワイヤレスがオフになっていることを

⽰し、ワイヤレスマークとチャンネルが表⽰された場合、内蔵ワイヤレスがオンになっていることを⽰

します。同時にS1/S2ボタンとBUZZボタンを押すと、出荷設定にリセットできます。

アラーム表⽰
E0 温度センサー故障

E3 内部コンデンサーの電圧が⾼過ぎます。

注：アラーム音声「BI―、BI―」は0.5ｓ置きに１回鳴ります。E0またはE3アラームが現れた場合、

専門修理店でメンテナンスしてください。



通信チャンネルの設定

通信不ループの設定
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外付けワイヤレスコントロール機能

フラッシュにワイヤレスコントロールソケットを内蔵しており、特別なリモコンの使用に

よって、フラッシュに対するワイヤレスコントロールを実現できます。FTシリーズリモコ

ンのレシーブ側をワイヤレスコントロールソケットに差し込み、リモコントランスミッ

ター側を⼿で持つと、フラッシュのパワースイッチと大きさ、フラッシュトリガー

などを遠隔制御できます。トランスミッター側をカメラのホット

シューに置いて、カメラのシャッターを通じてシンクロトリガーを

行なうことができます。

● もっと多いリモコンの使い方について、FTシリーズリモコンの   

   取扱説明書をご参照ください。

フラッシュチューブの着脱

あらゆる電源を切り、電源ケーブルを抜き、絶縁⼿袋を付けて、フラッシュチューブのワイヤを緩

め、バランスよくフラッシュチューブの両端を取り、柔らかく外へ古かったフラッシュチューブを

引き出します。古かったフラッシュチューブの両端にあるスリーブを取り外して新しいフラッシュ

チューブの両端に付け、新しいフラッシュチューブの両端間を取り、ランプホルダーの二つの銅端

⼦に当てて、バランスよく内へ押し込みます。最後に、ワイヤを弾性シートに回し、締め付けて、

しっかりとフラッシュチューブを固定します。

フラッシュは作動している時に異常が起こった場合、直ちに電源を切って、原因を究明してください。

本体を振動させないでください。ふだん、本体表⾯のちりを掃除してください。

本体にわずかに熱が発生することは正常です。特別な需要はない場合、連続にトリガーしないでください。

フラッシュチューブとモデリングランプという消耗品の場合、お客様は自分でオリジナルプロダクトで取り替え

ることができるほか、フラッシュの他のメンテナンスは全部弊社の指定したオリジナル部品提供可能な修理業者

より担当します。

保証期間は1年間です。フラッシュチューブとモデリングは消耗品であるため、保証範囲内に属されません。

自分勝⼿にフラッシュを修理した場合、フラッシュの1年間保証期間が取り消されます。メンテナンスする時、関

係費用を受け取ります。

本製品は故障が起こったり、⽔に濡れられたりした場合、専門者にメンテナンスされてから、はじめて使用でき

ます。

本製品をメンテナンス・掃除する場合、電源を切ってください。

弊社は予告なしに技術を変更することがあります。

MS200

200Ws

53

5600±200k

100-120V~50/60Hz、200-240V~50/60Hz

OFF, 5.0~10.0(1/32~1/1)

150W

5%~100%

220V(0.1~1.3秒)/110V(0.1~1.8秒)

シンクロケーブルジャック、光制御誘導、

テスト発光ボタン、ワイヤレスコントロールソケット

1/2000~1/800s

5V

5V/200mA（神⽜レシーバのみ）

F5AL 250V        

フラッシュ本体直径ф12.6cm

ハンドルを含む⾼さ16.7cm

保護ガードを含む⾧さ28.3cm

約2.6kg 

MS300

300Ws
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型式

発光パワー

発光指数（m ISO 100）

（⾼効率リフレクター使用）

色温度

電源電圧

発光パワー調整

モデリングランプパワー

モデリングランプレベル

リサイクル時間

発光トリガー制御方式

発光持続時間

シンクロポート出力パラメーター

USBポート出力パラメーター

ヒューズ

サイズ

正味重量

- 07 - - 08 -

CH S

OFF

ONCH S

OFF

ON

 調整つまみを回して1〜2 32からチャンネルを選択し

ます。

 ＜SET＞ボタンを押して確3 認します。

 ＜GR/CH＞ボタンを短押し1 すると、グループ番号は点

滅表⽰します。

 調整つまみを回して0〜Fか2 らグループを選択します。

 ＜SET＞ボタンを押して、3 確認します。

仕様

メンテナンスと保守


